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25 年度の予定 

（１）試験施工 

兵庫国道事務所管内交差点部において、5種類の舗装工種の試験施工を計画している。 

 施工性および施工時・施工後の路面性状の調査結果から、前年度まで検討した各種工法・材料による

舗装について初期性能等を評価するとともに、施工時の交通規制についての公安委員会等との協議経緯

を調査し、交差点部における舗装工事のための有効な交通規制についても検討したい。 

（２）排水性舗装の補修に関する研究計画 

 今後、骨材飛散やポットホールなどで損傷した排水性舗装の補修が必要となる。そのための工法・材

料についての研究を計画したい。 

 

以上  


